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デジタル保管には不可欠の装置であるI我母は,7ィル

ふデジタイザ膵uJ王FI､上院転胴)を用いてデジタル化

した画像をリプリントL,原画像と比較して画質評若面を
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画質評価では∴読取打日と}:}チ2001m ではやや原画像に
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デジタイ㌦式､画像を得ることができた.
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等の臨床画像をこよる評価ではき約85%がF澱画像をこ忠実

管,診療夏二支障はない_いと判断きれ,r僚画像とかなり

異なっておりサ保存量画像とを/て転適切でないMjと宰ij定さ

れたものは皆無であったp,これらのことから予デジタイ

ズ画像は∴診療呈ニト浄満足すべき画質であると考えられ
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の損傷がなければ保存的に治療L,えた,腎梨歯を認める
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や造断言きれ/ない腎窯驚釣みられJる時はタ観血的治療が必

費となる可能性が高いと考えられ畑 野断裂をみとめる

もUMま且例で腎摘が行軒)れfJJ幣茎損傷はなかった.

CT上野買巌の拡張を示Lたものが5例あり護例は凝血
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受髄最前かどこ)水腎症あるいは尿路狭窄釣ある症例であっ

た.両者の鑑別をこ幣楽鷲の非薄化等が療考になる場合が

腎疾患のあった可能性を常に念頭に磨くことが蚤密と考

えられた.
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57年4月より62年3月までの6年間に経験した肝損傷

8例について検討L次の結果を得た.

n 肝損傷のうち7例は非開放性損傷であり,i例が

開放性損傷である

諾う被膜下血膝と直性肝破裂は,ともに低吸収域とし

て左とめに凍る

yd蔦う非開放憎損傷はfr大静脈を中心に放射状に破裂す

ることが多(,CFYで描注毒されやすいサ

射 被膜ド酎断裂と素性肝断裂では予後及び治療法が

巣なるので鑑別が豪家であるがヲ腹腔内の漏出液が決め

手となる
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高速パルスシ-ケンス(FfJASm)を用いたM首尾昔シ

(Mモもう,太動脈弁逆流 (AR右 三尖弁連流rT挽)の険

二才州法うと比較検討Lた.[対象ニトしユニブ-法をこて弁連
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た議了紋日断層面きま緑濃13枚は断層面)の画像を且2

枚GT)シネ表′3緑ニL紅 弁連流の程度はlLエニ7-7法と同様
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逆流が検出できたがぎ軽症例でC3級tyを悪寒が低か-)た.こ

れは逆流信号の方向が断層面をこ太どうないためと考えた.

盟.ARでは全例検出きれたがそ釣程度は過大評価傾向

にあった.3/相 では検iLを猶言,程度と屯よく｢致した

が軍心工ニト-法で評価できない語例のFm も娩出でき
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H CRの画質評価
--胸部単純写真での比較--

新潟大学医学部放射線科

小 田 純 一

野CRと従来の胸部単純Ⅹ線撮影の画像をファントム

と実際の臨床症例を使-了て比較検討Lた.ファントム窯


